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☆自己紹介「私と“対話”の関わり」



１９７２年生まれ

市川市南行徳在住（市川歴３７年）

ＩＴ企業で約２０年間勤務
 客先常駐してトラブル対応

 新規システム開発

資格
 産業カウンセラー

 ナラティブセラピスト
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斎藤雅敏



フラットな立場
役職、役割を離れる…上下関係はない

オープンに話す
思うことを素直に話す

オープンに聴く
相手の話をありのままに聴く
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フラットな立場で参加し、オープン
に話し、オープンに聴くコト

対話(ダイアログ)とは



技法

対話(ダイアログ)

傾聴(ｱｸﾃｨﾌﾞﾘｽﾆﾝｸﾞ)

• ワールドカフェ
• ＯＳＴ
• AI(ｱﾌﾟﾘｼｱﾃｨﾌﾞｲﾝｸﾜｲﾘｨ)
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☆なぜ「対話」が必要なのか
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儀礼的会話から生成的会話へ
～対話(ダイアログ)における４つの場～（ｼｬｰﾏｰ･ﾓﾃﾞﾙ）

sensing

seeingDown loading

presencing

対立

探究流れ

社交

熟考・内省

非難と無反省

全体優先 部分優先
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☆「いちかわ」と「対話」



～市川市、とは～
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市川市民における東京２３区への通勤率
は、どれくらいになるでしょうか？
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さて、ここでクイズです！

A)２０．８％
B)３７．３％
C)４６．５％



「ベット」タウンから「ふらっと」タウンへ

「ふらっと」タウンいちかわ、とは？
通勤通学の帰りに「ふらっと」立ち寄る

様々な市民が「ふらっと」に話し合う

誰かどこかで「ふわっと」繋がっている
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いちかわ地域症例検討会 ケアカフェいちかわ
“がんばらない”

家族介護教室
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市川市内の対話の場
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ＮＨＫ「特報首都圏」２０１５年２月６日放送

“がん哲学”で生き方が変わる
～患者を支える“対話”の力～



ＴＭＯカフェ

2014/11~2015/5開催

延べ参加人数 約４０人
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実績：市内で対話(ダイアログ)の場を作る



市民も市外の方もふらっと立ち寄り
「縁側感覚」で語り合える場づくり

大学が出来ること、行政が出来ること
「私たち」が何が出来るかを考え、
育てる場づくり

介護、環境、福祉、育児、教育を
個々でなく全体的に考えられる場づくり
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みなさん！
“ときめく”対話の場を実現しませんか？



☆まとめ



対話はチームを育てる技術として有効である

市川市を「対話があふれる場」としたい

市民が語り合い活動に繋げる

市民が“市川市民である”誇りを持てる

市外からも参加者が増える
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今日のまとめ…対話について

対話を通じて「チーム市川市」の一員と
して“協働”出来る世の中を作りたい！



「ココナラ」サービスを利用した

電話相談も行っています！

元気がない、メンタルダウン、まずお話し下さい。
一緒に考え、一歩を踏み出しましょう！
そのお手伝いをさせて下さい
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もしよかったら・・・

Mail: m-saitou@Hotmail.co.jp

ＵＲＬ：https://coconala.com/pservices/52204
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